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国
内
外
で
大
注
目
の
第
２
審

　

ベ
国
の
政
治
危
機
、
経
済

危
機
に
よ
り
、
同
国
と
国
境

を
接
す
る
ロ
ラ
イ
マ
州
パ
カ

ラ
イ
マ
市
や
同
州
州
都
の

ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
で
は
、

２
０
１
６
年
末
以
降
、
ベ
国

か
ら
の
移
民
流
入
が
増
え
て

お
り
、
路
上
に
は
多
く
の
物

乞
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ベ
国
人
に
よ
る
窃

盗
、
燃
料
や
薬
物
の
密
売
な

ど
の
犯
罪
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
利
用
し
て
い
る

の
が
Ｐ
Ｃ
Ｃ
だ
。
武
器
や
薬

物
の
調
達
や
流
通
、
資
金
洗

浄
の
た
め
、
ベ
国
人
を
組
織

に
勧
誘
し
、
組
織
の
国
際
化

や
、
国
外
と
の
取
引
ル
ー
ト

の
強
化
を
狙
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
関
す
る
著
作
も

あ
る
聖
州
検
察
局
検
事
の
マ

ル
シ
オ
・
ク
リ
ス
チ
ー
ノ
氏

は
、「
Ｐ
Ｃ
Ｃ
最
大
の
関
心

事
は
ベ
国
で
の
資
金
洗
浄

だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

ロ
ラ
イ
マ
州
法
務
市
民
局

副
局
長
で
軍
警
大
尉
も
務
め

　

南
大
河
州
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
市
の
連
邦
第
４
地
域
裁
（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
）
で
は
、

２
４
日
に
、
聖
州
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の
高
級
三
層
住
宅
に
関
連
し
た
、
ル
ー
ラ
元
大

統
領
（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
の
収
賄
や
資
金
洗
浄
疑
惑
に
対
す
る
第
２
審
が
行
わ

れ
る
。
ル
ー
ラ
氏
は
裁
判
に
出
席
す
る
意
向
を
表
明
済
み
で
、
当
日
は
大
量
の
支

持
者
が
同
市
に
集
ま
る
と
見
ら
れ
る
た
め
、
同
市
市
長
が
４
日
、
テ
メ
ル
大
統
領

と
ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
国
防
相
に
陸
軍
派
遣
を
依
頼
し
た
。
５
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

は
三
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
検

察
が
ル
ー
ラ
支
持
派
用
に
要

請
し
た
、
同
裁
か
ら
２
・
５

キ
ロ
離
れ
た
フ
ァ
ロ
ウ
ピ
ー

リ
ャ
公
園
、
も
う
ひ
と
つ
は

検
察
が
ル
ー
ラ
反
対
派
用
に

要
請
し
た
、
同
裁
か
ら
４
・

５
キ
ロ
の
モ
イ
ー
ニ
ョ
ス
・

デ
・
ヴ
ェ
ン
ト
公
園
だ
。
だ

が
、
同
州
判
事
は
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４

の
す
ぐ
側
の
ア
ル
モ
ニ
ア
公

園
を
ル
ー
ラ
支
持
派
と
反
対

派
双
方
が
集
ま
る
場
所
に
指

定
し
た
。
Ｐ
Ｔ
は
２
２
日
か

２
３
日
か
ら
同
公
園
に
集
ま

り
、
ジ
ウ
マ
氏
も
招
い
た
集

会
を
開
く
予
定
だ
。

　

２
４
日
の
第
２
審
は
、
伯

国
政
界
に
大
き
な
意
味
を
持

つ
。
ル
ー
ラ
氏
は
昨
年
７
月

に
パ
ラ
ナ
州
連
邦
地
裁
で
行

わ
れ
た
第
１
審
で
、
聖
州
グ

ア
ル
ジ
ャ
ー
の
高
級
三
層
住

宅
を
介
し
た
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
か
ら

の
収
賄
疑
惑
で
、
９
年
６
カ

月
の
実
刑
判
決
を
受
け
た
。

大
統
領
選
の
世
論
調
査
で
の

同
氏
は
常
に
、
３
０
％
以
上

の
高
支
持
率
を
得
て
ト
ッ
プ

に
立
っ
て
い
る
が
、
第
２
審

　

連
邦
警
察
が
、
免
責
特

権
（
フ
ォ
ロ
・
プ
リ
ヴ
ィ
レ
ジ

ア
ー
ド
）
が
あ
り
、
最
高
裁

が
扱
う
閣
僚
や
連
邦
議
員
と

い
っ
た
政
治
家
に
対
す
る
捜

査
を
強
化
す
る
。
連
警
総
監

が
４
日
、
同
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
対
策
チ
ー
ム
を
２
４
人

か
ら
５
６
人
に
増
や
し
、
現

で
も
有
罪
と
な
れ
ば
、
１
０

月
の
大
統
領
選
へ
の
出
馬
が

不
可
能
と
な
り
う
る
。

　

こ
の
た
め
、
ル
ー
ラ
氏
の

今
回
の
裁
判
は
、
国
内
外
で

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
の
グ
レ
イ
シ
・
ホ
フ

マ
ン
党
首
は
４
日
、
マ
ル
ケ

ザ
ン
市
長
の
判
断
を
「
信
じ

が
た
い
」
と
批
判
、「
我
々

に
対
す
る
恐
怖
感
を
露
骨
に

示
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

同
市
長
は
、
反
Ｐ
Ｔ
の
一

般
政
治
団
体
と
し
て
知
ら
れ

る
ブ
ラ
ジ
ル
自
由
運
動
（
Ｍ

Ｂ
Ｌ
）
と
繋
が
り
の
あ
る
人

物
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

一
方
、
ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン

グ
マ
ン
国
防
相
は
、
陸
軍
派

遣
や
陸
軍
兵
増
員
の
依
頼
は

州
知
事
が
行
う
べ
き
こ
と
と

回
答
。
大
統
領
府
は
国
防
相

と
法
務
相
に
市
長
か
ら
の
派

予
想
さ
れ
る
抗
議
行
動
対
策

る
ジ
エ
ゴ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
氏

は
、「
ベ
国
人
が
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に

取
り
込
ま
れ
て
い
る
動
き
は

察
知
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ベ
国
か
ら
の
不
法
移
民
の
増

加
と
流
入
が
制
御
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
原
因
だ
。
ベ
国

人
は
脅
迫
さ
れ
て
仕
方
な

く
、
犯
罪
組
織
に
取
り
込
ま

れ
て
し
ま
う
」
と
し
た
。

に
位
置
し
、
ベ
国
と
国
境
を

接
す
る
。
州
都
ボ
ア
・
ヴ
ィ

ス
タ
に
は
州
最
大
の
モ
ン

テ
・
ク
リ
ス
ト
農
業
刑
務
所

（
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｃ
）
が
あ
る
。

　

１
２
０
０
人
余
り
が
収
容

さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｃ
を
支

配
し
て
い
る
の
は
、
全
国
規

模
の
犯
罪
組
織
、
州
都
第
一

コ
マ
ン
ド
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
で
、

そ
こ
に
入
っ
て
く
る
ベ
国
人

を
組
織
に
勧
誘
し
て
い
る
。

　

マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
が
独
裁

体
制
を
敷
き
、
経
済
危
機

が
深
刻
化
す
る
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
（
ベ
国
）
か
ら
、
伯
国
へ

の
移
民
流
入
が
急
増
し
て
い

る
。
伯
国
に
入
国
し
て
も
、

経
済
的
困
窮
に
よ
り
犯
罪
に

手
を
染
め
、
刑
務
所
に
入
っ

て
し
ま
う
ベ
国
人
が
増
え
る

中
、
犯
罪
組
織
の
州
都
第
一

コ
マ
ン
ド
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
刑

務
所
内
の
ベ
国
人
を
組
織
に

勧
誘
し
て
い
る
と
、
５
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

ロ
ラ
イ
マ
州
は
伯
国
北
端

ロ
ラ
イ
マ
州
の
刑
務
所
の
中
で

負
債
抱
え
る
家
庭
６
２
％
に

同
州
は
緊
急
事
態
宣
言
も
発
令

　

昨
年
１
月
に
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｃ
で

暴
動
が
起
き
、
囚
人
３
１
人

が
死
亡
し
た
後
、
州
法
務
市

民
局
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
敵
対
す

る
囚
人
を
他
の
刑
務
所
に
移

送
す
る
事
を
決
め
た
。

　

在
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
、
ベ

国
総
領
事
の
ガ
ブ
リ
エ
ラ
・

ド
ゥ
チ
ャ
エ
ル
ネ
氏
は
、「
ベ

国
民
が
犯
罪
組
織
に
入
る
よ

う
脅
さ
れ
、
拒
め
ば
報
復
が

待
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
は

お
お
む
ね
真
実
だ
が
、
多
く

を
語
ら
な
い
の
で
詳
細
は
不

明
だ
」
と
語
っ
た
。

　

昨
年
１
２
月
４
日
、
ベ
国

移
民
流
入
の
た
め
、
同
州
の

ス
エ
リ
ー
・
カ
ン
ポ
ス
知
事

（
進
歩
党
・
Ｐ
Ｐ
）
は
緊
急

事
態
宣
言
を
出
し
、「
人
道

的
支
援
を
す
る
に
も
、
州
の

職
員
は
深
刻
な
困
難
に
直
面

す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

述
べ
た
。

や
示
威
行
為
）
を
行
う
事
に

な
っ
て
い
る
。
市
民
や
建
物

を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
理

由
だ
と
い
う
。

　

マ
ル
ケ
ザ
ン
市
長
は
こ
の

デ
モ
に
関
し
て
、「（
ル
ー
ラ

政
権
の
官
房
長
官
だ
っ
た
）

ジ
ョ
ゼ
・
ジ
ル
セ
ウ
氏
ら
が

マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
ソ
ン
を
煽
っ

て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

ジ
ル
セ
ウ
氏
は
１
２
月
に
、

１
月
２
４
日
を「
抵
抗
の
日
」

と
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
お

り
、
３
日
に
も
、「
法
衣
を

着
た
人
物
に
よ
る
圧
政
を
許

す
な
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

流
し
て
い
る
。

　

デ
モ
が
予
想
さ
れ
る
場
所

昨年１０月にテメル大統領（左）と会談した、ロライマ州のカンポス
知事（右）（Alan Santos/PR）

ポルト・アレグレのマルケザン市長
（Elson Sempé/ PMPA）

国
防
相
は
現
時
点
で
消
極
的

遣
要
請
を
送
付
し
て
お
り
、

今
後
の
対
応
を
両
省
と
話
し

合
う
意
向
だ
が
、
同
州
保
安

局
長
は
４
日
に
「
現
時
点
で

は
軍
派
遣
の
必
要
性
を
認
め

な
い
」
と
語
っ
て
お
り
、
州

知
事
か
ら
の
派
遣
要
請
が
出

る
可
能
性
は
薄
そ
う
だ
。

在
延
べ
２
７
３
件
あ
る
、
こ

う
し
た
政
治
家
へ
の
容
疑
を

捜
査
さ
せ
る
。
こ
の
う
ち

１
２
４
件
が
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
絡
み
だ
。
連
警
で
は

全
て
の
捜
査
を
、
１
０
月
の

統
一
選
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始

動
す
る
８
月
１
５
日
ま
で
に

終
わ
ら
せ
る
意
向
だ
と
い
う
。

も
っ
と
も
、
昨
年
１
１
月
に

連
邦
警
察
の
総
監
に
就
任
し

た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
セ
ゴ
ヴ
ィ

ア
氏
は
連
邦
政
府
と
の
癒
着

説
が
囁
か
れ
て
い
る
人
物
。

そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
も
払
拭

し
た
い
の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

昨
日
付
本
頁
で
紹
介
し

た
、
新
労
相
に
指
名
さ
れ
た

リ
ス
チ
ア
ー
ネ
・
ブ
ラ
ジ
ル

氏
は
、
政
治
汚
職
と
は
別
件

で
、
ま
だ
１
審
判
決
の
段
階

な
が
ら
、
労
働
争
議
で
有
罪

判
決
を
受
け
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
そ
れ
は
同
氏
が

か
つ
て
運
転
手
と
し
て
雇
っ
て

い
た
人
物
が
起
こ
し
た
訴
訟

で
、
元
運
転
手
は
労
働
手
帳

も
な
い
状
態
で
１
日
１
５
時

間
以
上
の
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。
第
１
地
域

労
働
裁
判
所
は
２
０
１
６
年

に
同
件
で
、
ク
リ
ス
チ
ア
ー

ネ
氏
に
６
万
レ
ア
ル
の
支
払

を
命
じ
て
い
た
。
同
氏
は
、

同
様
の
訴
訟
で
も
う
１
件
、

有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る
。

新
労
相
と
し
て
は
痛
い
報
道

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

４
日
付
本
紙
で
報
じ
た
、

聖
市
の
５
歳
児
ア
ル
ト
ゥ
ー

ル
君
が
流
れ
弾
を
受
け
て
死

亡
し
た
件
で
、
市
警
が
逮

捕
し
た
人
物
が
空
に
向
け
て

撃
っ
た
弾
は
、
同
君
を
直
撃

し
た
弾
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
同
容
疑
者
が

銃
を
使
っ
た
場
所
は
現
場
か

ら
２
０
キ
ロ
も
あ
っ
た
。
こ

れ
だ
け
遠
い
と
、
さ
す
が
に

弾
は
届
か
な
い
か
。

　
【
既
報
関
連
】
１
日
午
後

に
囚
人
同
士
の
喧
嘩
か
ら
暴

動
が
発
生
し
、
囚
人
９
人
が

死
亡
、
１
４
人
が
負
傷
、
脱

走
者
も
出
た
、
ゴ
イ
ア
ス
州

都
ゴ
イ
ア
ニ
ア
市
近
郊
の
ア

パ
レ
シ
ー
ダ
・
デ
・
ゴ
イ
ア

ニ
ア
市
の
複
合
刑
務
所
で
５

日
早
朝
、
１
日
以
降
、
３
度

目
と
な
る
暴
動
が
発
生
し
た

と
、
同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

今
回
の
暴
動
が
起
き
た
の

は
、
最
初
の
２
回
と
は
異
な

る
、
オ
デ
ニ
ー
ル
・
ギ
マ
ラ

ン
エ
ス
収
容
所
（
Ｐ
Ｏ
Ｇ
）

だ
。
Ｒ
Ｏ
Ｇ
に
は
一
切
の
外

出
が
許
さ
れ
な
い
、
レ
ジ
ー

メ
・
フ
ェ
シ
ャ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
禁
固
刑
に
服
す
る
囚
人

が
収
容
さ
れ
て
い
る
。

　

同
州
保
安
・
刑
務
所
管
理

局
広
報
部
は
、
軍
警
の
援
護

を
受
け
た
刑
務
所
関
連
特
別

作
戦
部
隊
（
Ｇ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）
が

現
場
に
介
入
し
、
統
制
を
取

り
戻
し
た
と
発
表
し
た
。

　

軍
警
広
報
は
、「
Ｇ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
も
軍
警
も
、
素
早
く
、
力

強
い
対
処
を
行
い
、
暴
動
を

制
圧
し
た
。
死
傷
者
は
出
て

い
な
い
。
今
後
、
現
場
検
分

に
入
る
」
と
語
っ
た
。
軍
警

側
は
機
動
隊
や
特
別
作
戦
部

隊
、
騎
馬
隊
な
ど
が
出
動
。

消
防
隊
も
動
員
さ
れ
た
。

　

１
日
の
暴
動
は
、
同
じ
ア

パ
レ
シ
ー
ダ
・
デ
・
ゴ
イ
ア

ニ
ア
複
合
刑
務
所
内
で
も
、

昼
間
の
外
出
が
認
め
ら
れ
る

セ
ミ
ア
ベ
ル
ト
の
囚
人
を
収

監
す
る
農
工
業
コ
ロ
ニ
ー
で

発
生
。
同
コ
ロ
ニ
ー
で
は
３

日
に
現
場
検
分
が
行
わ
れ
、

改
正
す
べ
き
点
も
指
摘
さ
れ

た
が
、
翌
日
の
４
日
夜
、
囚

人
同
士
の
暴
動
が
再
発
。
４

日
の
暴
動
で
は
死
傷
者
は
出

て
い
な
い
が
、
混
乱
に
乗
じ

て
１
人
が
逃
走
し
た
。

　

４
日
の
暴
動
後
、
軍
警
広

報
は
、
特
殊
作
戦
実
行
部

隊
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）
や
広
域
無

線
警
備
隊
（
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｒ
）、

機
動
隊
な
ど
を
派
遣
し
、
暴

動
を
鎮
圧
後
、
周
辺
に
警
官

を
配
置
し
て
、
同
コ
ロ
ニ
ー

を
隔
離
し
た
と
発
表
し
た
。

　

全
国
財
・
サ
ー
ビ
ス
・
観

光
商
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
）
が

５
日
、
負
債
を
抱
え
て
越
年

し
た
家
庭
は
６
２
・
２
％
あ

り
、
前
年
の
５
９
％
よ
り
増

え
た
と
発
表
し
た
と
同
日
付

伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

負
債
を
抱
え
て
越
年
し
た

家
庭
の
７
６
・
７
％
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
者

だ
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

は
、
現
金
を
持
ち
歩
き
た
く

な
い
時
や
当
座
の
金
が
な
い

時
の
買
物
に
は
便
利
だ
が
、

使
っ
た
後
に
支
払
え
な
く
な

る
例
も
後
を
絶
た
な
い
。
ま

た
、
分
割
払
い
の
振
込
用
紙

を
抱
え
込
ん
で
い
る
人
や
車

の
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る
人

な
ど
も
、
負
債
者
と
な
る
。

前
者
は
負
債
を
抱
え
る
家

庭
の
１
７
・
５
％
、
後
者
も

１
０
・９
％
に
及
ぶ
。

　

他
方
、
負
債
の
返
済
や
電

気
代
な
ど
の
料
金
の
支
払
が

期
日
を
越
え
て
し
ま
っ
た

債
務
不
履
行
は
、
全
世
帯
の

２
５
・
７
％
に
及
び
、
１
６

年
末
現
在
の
２
４
％
よ
り
増

え
た
。
ま
た
、
債
務
不
履
行

と
な
っ
た
上
、
債
務
返
済
や

料
金
支
払
い
の
術
が
な
い
と

い
う
世
帯
も
９
・
７
％
あ
り
、

前
年
の
９
・
１
％
を
上
回
っ

て
い
る
。

　

と
て
も
大
き
な
負
債
を
抱

え
て
い
る
と
答
え
た
家
庭
は

１
４
・
６
％
で
、
１
６
年
末

と
同
じ
数
字
だ
っ
た
が
、
債

務
の
返
済
や
料
金
の
支
払
ま

で
に
要
す
る
平
均
日
数
は

６
４
・
３
日
で
、
前
年
度
の

６
３
・８
日
よ
り
延
び
た
。

　

な
お
、
１
２
月
末
の
数
字

を
１
１
月
末
の
数
字
と
比
べ

る
と
、
負
債
を
抱
え
る
家
庭

の
割
合
は
、
６
２
・
２
％
で

変
化
が
な
か
っ
た
。
た
だ
、

こ
の
数
字
は
５
カ
月
連
続
で

拡
大
し
続
け
て
い
た
事
を
考

え
る
と
、
負
債
を
抱
え
る
家

庭
の
拡
大
に
ブ
レ
ー
キ
が
か

か
り
始
め
た
と
い
え
る
。
ま

た
、
債
務
不
履
行
世
帯
は

２
５
・
８
％
か
ら
２
５
・
７
％

に
微
減
。
債
務
不
履
行
で

あ
り
、
債
務
返
済
や
料
金

支
払
い
の
術
が
な
い
世
帯
も

１
０
・
１
％
か
ら
９
・
７
％
に

減
っ
て
お
り
、
各
家
庭
の
経

済
状
況
が
少
し
ず
つ
好
転
し

て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
１
２
月
３
１
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
に
よ
る
と
、

Ｃ
、
Ｄ
ク
ラ
ス
は
経
済
が
好

転
し
て
い
る
と
の
実
感
が
な

く
、
Ｃ
ク
ラ
ス
で
負
債
を
抱

え
る
人
は
７
６
％
、
種
々
の

料
金
を
払
う
お
金
が
な
い
と

い
う
人
も
４
５
％
い
た
。
Ｃ

ク
ラ
ス
の
失
業
者
は
２
５
％

に
達
し
、
生
活
の
質
が
落
ち

た
と
い
う
人
も
８
％
い
た
。

経
済
危
機
前
よ
り
出
費
を
抑

え
て
い
る
人
は
、
一
部
同
意

も
含
め
る
と
８
８
％
に
上
る

が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
ロ
ー

ン
や
家
賃
が
払
え
な
い
と
い

う
人
が
５
％
い
た
。

　

リ
オ
州
沿
岸
で
は
、
昨
年

１
１
月
以
降
、
１
４
８
頭
の

イ
ル
カ
の
変
死
体
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
５
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

変
死
体
が
見
つ
か
っ
た
の

は
イ
ー
リ
ャ
・
グ
ラ
ン
デ
湾

と
セ
ペ
チ
ー
バ
湾
で
、
前
者

で
は
１
１
月
か
ら
１
２
月

に
か
け
て
の
１
カ
月
足
ら
ず

で
６
０
頭
、
後
者
で
は
こ
こ

２
０
日
間
で
８
８
頭
の
死
体

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
１
４
８

頭
と
い
う
数
は
、
こ
の
地
区

に
生
息
す
る
イ
ル
カ
の
約
１

割
に
あ
た
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
死
体
は
リ
オ
連

邦
大
学
の
海
洋
哺
乳
類
研
究

所
に
送
ら
れ
て
い
る
が
、
同

研
究
所
の
エ
リ
チ
エ
リ
・
サ
ン

ト
ス
・
ネ
ッ
ト
獣
医
師
に
よ

る
と
「
パ
ラ
ミ
ク
ソ
・
ウ
イ

ル
ス
の
一
種
が
検
出
さ
れ
た
の

が
注
目
に
値
す
る
」
と
い
う
。

パ
ラ
ミ
ク
ソ
は
伯
国
で
は
１

度
だ
け
し
か
検
出
さ
れ
た
例

が
な
い
が
、
世
界
各
地
で
海

洋
動
物
の
集
団
死
を
招
い
て

い
る
と
い
う
。

　

コ
ビ
ト
イ
ル
カ
研
究
所
の

生
物
学
者
レ
オ
ナ
ル
ド
・
フ

ラ
ッ
ク
氏
に
よ
る
と
、
セ
ペ

チ
ー
バ
湾
で
の
研
究
は
２
０

年
間
続
い
て
お
り
、「
こ
の
地

区
の
イ
ル
カ
に
は
１
０
年
ほ

ど
前
か
ら
皮
膚
の
損
傷
や
体

重
低
下
な
ど
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
免
疫
能
力
低
下
な
ど

を
示
す
兆
候
が
見
受
け
ら
れ

て
い
た
」
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

1月5日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2321  R$
買　3.2310  R$

円相場
売　0.0286  R$
買　0.0286  R$

ルーラ裁判の日に陸軍依頼
　

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
の
ネ

ル
ソ
ン
・
マ
ル
ケ
ザ
ン
・
ジ
ュ

ニ
オ
ー
ル
市
長
（
民
主
社
会

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
４
日
、

ル
ー
ラ
氏
の
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
の
裁

判
の
日
に
備
え
、
大
統
領
と

国
防
相
に
陸
軍
派
遣
の
要
請

書
を
提
出
し
た
。

　

同
市
長
に
よ
る
と
、「
こ

の
日
は
政
治
的
な
指
導
者
た

ち
が
現
地
に
集
ま
り
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
タ
ソ
ン
（
抗
議
行
動

５
日
間
で
３
度
目
の
刑
務
所
暴
動

死
者
や
負
傷
者
の
発
生
な
く
鎮
圧

２
６
％
は
債
務
不
履
行
の
状
態

ＰＡ
市長

Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
ベ
国
人
犯
罪
者
を
勧
誘

（２）２０１８年 第４９１１号 １月 ６日 （土曜日）

ゴイアス州

イ
ル
カ
の
変
死
体
が
１
４
８
頭
も

ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が
原
因

リ オ



　
「
昭

し
ょ
う

和わ

３
６
（
１
９
６
１
）
年ね

ん

４
月が

つ

、
羽は

ね

田だ

空く
う

港こ
う

に
降お

り

立た

っ
た
私わ

た
しは

、
人ひ

と

目め

が
な
け
れ
ば
、
地じ

面め
ん

に
跪

ひ
ざ
ま
づい

て
キ
ス
を
し

た
い
く
ら
い
に
う
れ
し
か
っ
た
」　

台た
い

湾わ
ん

か
ら
東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

学が
く

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
た
周

し
ゅ
う

英え
い

明め
い

さ
ん
は
こ
う
思お

も

っ
た
。
翌よ

く

日じ
つ

、
井い

の
頭

が
し
ら

線せ
ん

に

乗の

っ
て
渋し

ぶ

谷や

に
向む

か
う
車し

ゃ

中ち
ゅ
う、

笑わ
ら

い
が
こ
み
上あ

げ
て
、
我が

慢ま
ん

で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
と
う
と
う
、
本ほ

ん

当と
う

の
自じ

分ぶ
ん

、
周

し
ゅ
う

英え
い

明め
い

に
戻も

ど

る
こ
と
が
で
き

た
！　
も
う
誰だ

れ

に
対た

い

し
て
も
自じ

分ぶ
ん

を
偽い

つ
わ
る
必ひ

つ

要よ
う

は
な
い
。
台た

い

湾わ
ん

を
支し

配は
い

す
る
国こ

く

民み
ん

党と
う

の
連れ

ん

中ち
ゅ
う、
ざ
ま
あ
み
ろ
。
私わ

た
しは
お
前ま

え

た
ち
の
手し

ゅ

中ち
ゅ
うか
ら
逃の

が

れ
て
、
自じ

由ゆ
う

な
国く

に

に
来く

る
こ
と
が
で
き

た
。も
う
二に

度ど

と
、絶ぜ

っ

対た
い

に
お
ま
え
た
ち
に
は
捕つ

か

ま
る
も
の
か
！　

ざ
ま
あ
み
ろ
。［
１
，　
ｐ
７
７
］

　

戦せ
ん

後ご

、
日に

本ほ
ん

が
引ひ

き
上あ

げ
た
後あ

と

で
、
台た

い

湾わ
ん

で
は
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の

国こ
く

民み
ん

党と
う

に
よ
り
恐

き
ょ
う

怖ふ

政せ
い

治じ

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
周し

ゅ
う

さ
ん
は
そ
こ
か

ら
脱だ

っ

出し
ゅ
つし

て
き
た
の
だ
っ
た
。

　
「
遵

じ
ゅ
ん

法ぽ
う

観か
ん

念ね
ん

な
し
、
衛え

い

生せ
い

観か
ん

念ね
ん

な
し
、
教

き
ょ
う

養よ
う

な
し
、
文ぶ

ん

化か

レ
ベ
ル
最さ

い

低て
い

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

が
警け

い

察さ
つ

・
軍ぐ

ん

隊た
い

・
役や

く

所し
ょ

な
ど
、
権け

ん

力
り
ょ
く

を
全ぜ

ん

部ぶ

掌し
ょ
う

握あ
く

し
て
、
好す

き
勝か

っ

手て

な
こ
と
を
始は

じ

め
た
か
ら
た
ま

ら
な
い
」［
１
，　
ｐ
３
８
］

　
こ
れ
が
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
台た

い

湾わ
ん

だ
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

の
台た

い

湾わ
ん

は
米こ

め

は
豊ほ

う

作さ
く

、
一い

っ

級き
ゅ
う

品ひ
ん

の
砂さ

糖と
う

の

生せ
い

産さ
ん

も
盛さ

か

ん
だ
っ
た
。そ
の
砂さ

糖と
う

や
米べ

い

穀こ
く

を
、中

ち
ゅ
う

国ご
く

兵へ
い

の
ト
ラ
ッ

ク
が
次つ

ぎ

か
ら
次つ

ぎ

に
運は

こ

び
出だ

し
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

に
売う

っ
て
し
ま
っ

た
。
軍ぐ

ん

や
政せ

い

府ふ

の
上

じ
ょ
う

層そ
う

部ぶ

が
、
金か

ね

儲も
う

け
の
た
め
に
勝か

っ

手て

に
持も

ち
出だ

す
の
で
あ
る
。
そ
の
結け

っ

果か

、
飢き

饉き
ん

を
知し

ら
な
か
っ
た
台た

い

湾わ
ん

で
米こ

め

不ぶ

足そ
く

に
な
り
、
極

き
ょ
く

度ど

の
イ
ン
フ
レ
が
生せ

い

活か
つ

を
直

ち
ょ
く

撃げ
き

し
た
。

　

ま
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

海か
い

軍ぐ
ん

が
香ほ

ん

港こ
ん

あ
た
り
か
ら
密み

つ

輸ゆ

し
て
き
た
外が

い

国こ
く

た
ば
こ
を
、
元も

と

締じ

め
か
ら
仕し

入い

れ
た
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

が
街が

い

頭と
う

で
売う

る

台た
い
 
わ
ん湾
独ど

く
 
り
つ立
の
戦た

た
か

い

２０１７年
ねん

１０月
がつ

２９日
にち

版
ばん

光こ
う

景け
い

が
見み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国こ

く

民み
ん

党と
う

政せ
い

府ふ

は
専せ

ん

売ば
い

で

売う

っ
て
い
る
台た

い

湾わ
ん

た
ば
こ
の
売う

り
上あ

げ
が
落お

ち
る
の
で
、
こ
れ

に
目め

を
光ひ

か

ら
せ
て
い
た
。
警け

い

官か
ん

が
来く

る
と
、
た
ば
こ
の
密み

つ

売ば
い

人に
ん

は
一い

っ

斉せ
い

に
路ろ

地じ

裏う
ら

や
物も

の

陰か
げ

に
隠か

く

れ
て
や
り
過す

ご
す
。

　

１
９
４
７
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
２
）
年ね

ん

２
月が

つ

２
７
日に

ち

夕ゆ
う

方が
た

、
た
ば
こ

の
密み

つ

売ば
い

で
生せ

い

計け
い

を
立た

て
て
い
る
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

が
逃に

げ
遅お

く

れ
て
捕つ

か

ま
っ

て
し
ま
っ
た
。「
子こ

供ど
も

が
い
る
ん
で
す
」「
生せ

い

活か
つ

に
困こ

ま

っ
て
い
る

の
で
ど
う
か
お
見み

逃の
が

し
を
」
と
土ど

下げ

座ざ

し
て
懇こ

ん

願が
ん

す
る
そ
の

未み

亡ぼ
う

人じ
ん

か
ら
、
取と

り

締し
ま
り

官か
ん

は
密み

つ

売ば
い

た
ば
こ
を
取と

り
上あ

げ
、
ジ
ー

プ
で
連れ

ん

行こ
う

し
よ
う
と
し
た
。
抵て

い

抗こ
う

す
る
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

は
取と

り

締し
ま
り

官か
ん

に

小し
ょ
う

銃じ
ゅ
うの

台だ
い

座ざ

で
殴な

ぐ

ら
れ
、
頭あ

た
まか

ら
血ち

を
流な

が

し
た
。

　
一い

ち

部ぶ

始し

終じ
ゅ
うを

見み

て
い
た
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うは

、
は
じ
め
は
「
許ゆ

る

し
て
や
れ

よ
」
と
い
う
ヤ
ジ
を
飛と

ば
し
て
い
た
が
、そ
れ
が
「
や
っ
ち
ま
え
」

に
か
わ
り
、
危き

険け
ん

を
感か

ん

じ
た
取と

り

締し
ま
り

官か
ん

は
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに

向む

か
っ
て
発は

っ

砲ぽ
う

し
、
け
が
人に

ん

が
出で

る
騒さ

わ

ぎ
に
な
っ
た
。

　

民み
ん

衆し
ゅ
うの

怒い
か

り
は
収お

さ

ま
ら
ず
、
翌よ

く

２
８
日に

ち

朝あ
さ

、
膨ふ

く

れ
あ
が
っ
た

群ぐ
ん

衆し
ゅ
うは

「
発は

っ

砲ぽ
う

し
て
け
が
を
さ
せ
た
警け

い

官か
ん

を
処し

ょ

罰ば
つ

し
ろ
」
と

専せ
ん

売ば
い

局き
ょ
く

前ま
え

の
広ひ

ろ

場ば

に
押お

し
寄よ

せ
た
。
２
階か

い

の
バ
ル
コ
ニ
ー
に

い
た
警け

い

備び

兵へ
い

が
広ひ

ろ

場ば

の
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに

向む

か
っ
て
機き

銃じ
ゅ
う

掃そ
う

射し
ゃ

し
、
数す

う

人に
ん

の
死し

者し
ゃ

が
出で

た
。
こ
の
事じ

件け
ん

で
、
こ
れ
ま
で
我が

慢ま
ん

し
て
い
た

台た
い

湾わ
ん

人じ
ん

の
怒い

か

り
が
爆ば

く

発は
つ

し
、
各か

く

地ち

で
暴ぼ

う

動ど
う

が
起お

き
た
。

　　
こ
の
時と

き

、
周し

ゅ
う

さ
ん
は
高た

か

尾お

中ち
ゅ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

だ
っ
た
。
周し

ゅ
うの

兄あ
に

た
ち
上

じ
ょ
う

級き
ゅ
う

生せ
い

は
小

し
ょ
う

銃じ
ゅ
うで

武ぶ

装そ
う

し
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

を
追お

い
出だ

そ
う
」

と
演え

ん

説ぜ
つ

を
し
て
、
校こ

う

舎し
ゃ

の
守ま

も

り
を
固か

た

め
た
。

　

数す
う

日じ
つ

後ご

、
高た

か

尾お

中ち
ゅ
う

学が
く

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

軍ぐ
ん

に
包ほ

う

囲い

さ
れ
た
。
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

戦せ
ん

が
起お

こ
り
、
双そ

う

方ほ
う

で
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

を
出だ

し
た
末す

え

に
、
校こ

う

舎し
ゃ

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

軍ぐ
ん

に
占せ

ん

拠き
ょ

さ
れ
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

軍ぐ
ん

に
追お

い
詰つ

め
ら
れ
て
最さ

い

後ご

に
残の

こ
っ

た
兄あ

に

た
ち
数す

う

人に
ん

は
、
銃じ

ゅ
う

を
捨す

て
て
塀へ

い

の
崩く

ず

れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

か
ろ
う
じ
て
逃に

げ
の
び
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

が
再さ

い

開か
い

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
周

し
ゅ
う

が
朝あ

さ

、
家い

え

を
出で

る
と
駅え

き

前ま
え

広ひ
ろ

場ば

で
黒く

ろ

山や
ま

の
人ひ

と

だ
か
り
が
で
き
て

い
た
。
な
か
の
様よ

う

子す

を
窺

う
か
が

っ
た
周し

ゅ
う

さ
ん
は
、
シ
ョ
ッ
ク
で
顔が

ん

面め
ん

が
蒼そ

う

白は
く

に
な
っ
た
。
公こ

う

開か
い

処し
ょ

刑け
い

が
行お

こ
なわ

れ
た
直

ち
ょ
く

後ご

で
、
３
人に

ん

の

遺い

体た
い

が
血ち

の
海う

み

の
中な

か

で
横よ

こ

た
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一ひ

と

人り

３
．
血ち

の
海う

み

の
な
か
の

        　
　
　
　

先せ
ん
 
ぱ
い輩
の
遺い

 
た
い体

は
周し

ゅ
うさ

ん
の
知し

っ
て
い
る
先せ

ん

輩ぱ
い

だ
っ
た
。

　

そ
の
光こ

う

景け
い

を
見み

た
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

、
周し

ゅ
う

さ
ん
の
体か

ら
だ

の
中な

か

に
あ
っ
た
道ど

う

徳と
く

心し
ん

や
勇ゆ

う

気き

、
正せ

い

義ぎ

感か
ん

は
凍こ

お

り
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
も
う
金こ

ん

輪り
ん

際ざ
い

、
政せ

い

治じ

に
関か

か

わ
っ
た
り
は
す
ま
い
と
心こ

こ
ろに

誓ち
か

っ
た
。
そ
の
後ご

、

高こ
う

校こ
う

に
入は

い

り
、
台た

い

湾わ
ん

大だ
い

学が
く

の
受じ

ゅ

験け
ん

を
め
ざ
し
て
勉べ

ん

学が
く

に
打う

ち

込こ

み
、
政せ

い

治じ

に
関か

か

わ
る
こ
と
を
避さ

け
続つ

づ

け
た
。

　

台た
い

湾わ
ん

大だ
い

学が
く

に
入

に
ゅ
う

学が
く

し
、
大だ

い

学が
く

の
そ
ば
の
学が

く

寮り
ょ
うで

生せ
い

活か
つ

を
始は

じ

め
た
。
国こ

く

民み
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

に
よ
る
テ
ロ
が
続つ

づ

い
て
お
り
、
少す

こ

し
不ふ

用よ
う

意い

な
発は

つ

言げ
ん

を
し
た
人ひ

と

は
い
つ
の
間ま

に
か
学が

っ

校こ
う

か
ら
消き

え
て
い
な

く
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
近ち

か

く
の
河か

わ

原ら

で
銃

じ
ゅ
う

殺さ
つ

死し

体た
い

で
見み

つ
か
る
。

　

大だ
い

学が
く

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うす

る
と
、
１
年ね

ん

半は
ん

の
義ぎ

務む

兵へ
い

役え
き

が
始は

じ

ま
っ
た
。

炎え
ん

天て
ん

下か

に
来く

る
日ひ

も
来く

る
日ひ

も
演え

ん

習し
ゅ
うば

か
り
さ
せ
ら
れ
た
。

蒋し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を
頭か

し
ら

と
す
る
一い

ち

族ぞ
く

郎ろ
う

党と
う

の
た
め
に
、
辛つ

ら

い
軍ぐ

ん

事じ

訓く
ん

練れ
ん

を
受う

け
て
、「
毛も

う

沢た
く

東と
う

を
や
っ
つ
け
ろ
、
そ
れ
が
お
前ま

え

た
ち
の

使し

命め
い

」
だ
っ
て
？

　

腹は
ら

の
中な

か

で
は
憤ふ

ん

懣ま
ん

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　

や
っ
と
の
こ
と
で
兵へ

い

役え
き

を
終お

え
て
、
台た

い

湾わ
ん

大だ
い

学が
く

に
助じ

ょ

手し
ゅ

と
し

て
戻も

ど
っ
た
。
腹は

ら

の
中な

か

で
膨ふ

く

れ
上あ

が
る
反は

ん

逆ぎ
ゃ
く

心し
ん

が
い
つ
爆ば

く

発は
つ

す
る

か
、
も
う
限げ

ん

界か
い

に
来き

て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
日に

本ほ
ん

の
文も

ん

部ぶ

省し
ょ
うが

国こ
く

費ひ

留り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

を
開か

い

始し

し
た
。

　
こ
の
道み

ち

し
か
な
い
！

　

周し
ゅ
うさ

ん
は
猛も

う

勉べ
ん

強き
ょ
うし

て
試し

験け
ん

に
合ご

う

格か
く

し
、
東と

う

京き
ょ
うへ

の
切き

っ

符ぷ

を

手て

に
し
た
の
で
あ
る
。

　

東と
う

京き
ょ
うに

つ
い
て
、
と
う
と
う
本ほ

ん

当と
う

の
自じ

分ぶ
ん

に
戻も

ど

る
こ
と
が
で

き
た
と
舞ま

い
上あ

が
っ
た
が
、
一い

っ

ヶ
月げ

つ

も
経た

つ
と
別べ

つ

の
思お

も

い
が
頭

あ
た
ま

を
も
た
げ
て
き
た
。

　
学が

く

者し
ゃ

に
な
り
た
い
と
い
う
道み

ち

は
開ひ

ら

け
、
私わ

た
しは
前ぜ

ん

途と

洋よ
う

々よ
う

で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
は
個こ

人じ
ん

的て
き

な
問も

ん

題だ
い

が
解か

い

決け
つ

さ
れ
た
だ
け
で

は
な
い
か
。・
・
・

　
両

り
ょ
う

親し
ん

や
兄

き
ょ
う

妹だ
い

、
親し

ん

戚せ
き

、
学が

く

友ゆ
う

は
み
ん
な
、
今い

ま

も
台た

い

湾わ
ん

で
苦く

る

し
ん
で
い
る
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を
頭か

し
らと
す
る
国こ

く

民み
ん

党と
う

政せ
い

府ふ

の
圧あ

っ

政せ
い

は
、

少す
こ

し
も
改か

い

善ぜ
ん

さ
れ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。［
１
，　
ｐ
７
８
］

　

自じ

分ぶ
ん

は
一い

っ

体た
い

、
ど
う
す
べ
き
な
の
か
。
頭あ

た
ま

を
抱か

か

え
な
が
ら
、

時じ

間か
ん

が
過す

ぎ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日ひ

、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

会か
い

館か
ん

の
図と

１
．「
と
う
と
う
、
本ほ

ん
 
と
う当
の
自じ

 
ぶ
ん分
に

          

戻も
ど

る
こ
と
が
で
き
た
！
」

書し
ょ

室し
つ

で
『
台た

い

湾わ
ん

青せ
い

年ね
ん

』
と
い
う
雑ざ

っ

誌し

が
目め

に
留と

ま
っ
た
。

　
「
台た

い

湾わ
ん

？
」

台た
い

湾わ
ん

と
名な

前ま
え

を
つ
け
る
事こ

と

は
、
反は

ん

体た
い

制せ
い

・
独ど

く

立り
つ

を
意い

味み

す
る

こ
と
か
ら
、
台た

い

湾わ
ん

国こ
く

内な
い

で
は
絶ぜ

っ

対た
い

に
タ
ブ
ー
だ
っ
た
。

　

な
か
を
読よ

ん
で
驚お

ど
ろい

た
。
口く

ち

に
す
る
の
も
憚は

ば
か

ら
れ
る
「
台た

い

湾わ
ん

独ど
く

立り
つ

」
や
「
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
独ど

く

裁さ
い

体た
い

制せ
い

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
並な

ら

ん
で

い
る
。
し
か
も
よ
く
読よ

め
ば
、
日に

本ほ
ん

に
い
る
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
が

作つ
く

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

た
ぶ
ん
自じ

分ぶ
ん

と
年と

し

格か
っ

好こ
う

も
そ
う
違ち

が

わ
な
い
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

、
ほ
ん

の
一ひ

と

握に
ぎ

り
の
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

青せ
い

年ね
ん

た
ち
が
こ
ん
な
に
も
勇ゆ

う

敢か
ん

に
戦

た
た
か

っ
て

る
の
だ
。
そ
の
夜よ

る

、
周し

ゅ
う

は
興こ

う

奮ふ
ん

し
て
一い

っ

睡す
い

も
で
き
な
か
っ
た
。

「
怖こ

わ

い
、
怖こ

わ

い
」
と
逃に

げ
て
い
る
自じ

分ぶ
ん

が
、
ひ
ど
く
小ち

い

さ
な
、

卑ひ

怯き
ょ
うな

人に
ん

間げ
ん

に
思お

も

わ
れ
た
。

　

そ
し
て
今い

ま

ま
で
自じ

分ぶ
ん

が
受う

け
た
台た

い

湾わ
ん

の
人ひ

と

々び
と

や
台た

い

湾わ
ん

社し
ゃ

会か
い

か
ら
の
恩お

ん

義ぎ

を
想お

も

う
と
、
台た

い

湾わ
ん

の
最さ

い

高こ
う

学が
く

府ふ

を
出で

た
自じ

分ぶ
ん

が

何な
に

も
し
な
け
れ
ば
、
一い

っ

体た
い

こ
の
台た

い

湾わ
ん

は
誰だ

れ

が
救す

く

う
の
か
、
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
と
い
う
気き

持も

ち
が
高た

か

ま
っ
て
い
っ
た
。

　
『
台た

い

湾わ
ん

青せ
い

年ね
ん

』
を
読よ

ん
だ
感か

ん

激げ
き

を
何な

ん

と
か
伝つ

た

え
た
い
と
思お

も

っ

て
、
匿と

く

名め
い

で
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

に
投と

う

書し
ょ

し
た
。
す
ぐ
に
は
彼か

れ

ら
の
仲な

か

間ま

に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
匿と

く

名め
い

で
政せ

い

府ふ

批ひ

判は
ん

の
文ぶ

ん

書し
ょ

を
作さ

く

成せ
い

し
、

あ
ち
こ
ち
に
配く

ば

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

あ
る
日ひ

、
在ざ

い

日に
ち

中ち
ゅ
う

華か

民み
ん

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

か
ら
呼よ

び
出だ

し
状じ

ょ
うが

届と
ど

い
た
。
ギ
ク
ッ
と
し
た
が
、
行い

か
な
け
れ
ば
か
え
っ
て
怪あ

や

し
ま

れ
る
と
思お

も

っ
て
、
恐お

そ

る
恐お

そ

る
出で

か
け
て
行い

っ
た
。
大た

い

使し

館か
ん

の
文ぶ

ん

化か

参さ
ん

事じ

官か
ん

は
周し

ゅ
うさ

ん
を
家い

え

に
連つ

れ
て
行い

っ
て
ご
馳ち

走そ
う

し
、
最さ

い

後ご

に
「
い
ろ
い
ろ
仕し

事ご
と

を
手て

伝つ
だ

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
切き

り
出だ

し

て
き
た
。

　

毎ま
い

月つ
き

、
金か

ね

を
支し

給き
ゅ
うす

る
の
で
、
台た

い

湾わ
ん

か
ら
の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち

が
ど
こ
で
何な

に

を
言い

っ
た
か
、
定て

い

期き

的て
き

に
報ほ

う

告こ
く

し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
。
ス
パ
イ
に
な
っ
て
友と

も

達だ
ち

を
売う

る
な
ど
と
い
う
真ま

似ね

が

で
き
な
い
事こ

と

は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
し
か
し
断こ

と
わ

れ
ば
「
政せ

い

府ふ

の
言い

う
こ
と
が
聞き

け
な
い
の
か
」
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

悩な
や

み
に
悩な

や

み
、
そ
し
て
決け

っ

心し
ん

し
た
。

　
「
大た

い

使し

館か
ん

の
要よ

う

請せ
い

は
断こ

と
わ

ろ
う
。
エ
イ
、
毒ど

く

を
く
ら
わ
ば
皿さ

ら

ま

で
だ
、
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

に
加く

わ

わ
ろ
う
。
も
う
自じ

分ぶ
ん

の
心こ

こ
ろ

に
嘘う

そ

を
つ

く
の
は
よ
そ
う
」

　

台た
い

湾わ
ん

国こ
く

内な
い

で
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

を
す
れ
ば
命い

の
ち

が
け
、
国こ

く

外が
い

な
ら
パ

ス
ポ
ー
ト
剥は

く

奪だ
つ

、
親お

や

兄き
ょ
う

弟だ
い

を
は
じ
め
一い

ち

族ぞ
く

郎ろ
う

党と
う

が
ブ
ラ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
載の

る
運う

ん

命め
い

が
待ま

っ
て
い
た
。
年と

し

老お

い
た
父ふ

母ぼ

の
顔か

お

が

目め

に
浮う

か
ん
だ
。

　
「
こ
れ
で
台た

い

湾わ
ん

に
は
、
帰か

え

れ
な
く
な
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
心し

ん

労ろ
う

を
お
か
け
す
る
親お

や

不ふ

幸こ
う

を
お
許ゆ

る

し
く
だ
さ
い
」
と
、
唇

く
ち
び
るを

噛か

み
な
が
ら
、
周し

ゅ
うさ

ん
は
心こ

こ
ろの

中な
か

で
わ
び
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日ひ

、
周し

ゅ
うさ

ん
は
会か

い

合ご
う

で
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
一ひ

と

人り

の
女じ

ょ

性せ
い

に
一ひ

と

目め

惚ぼ

れ
し
た
。
そ
ば
に
い
た
友ゆ

う

人じ
ん

に
「
何な

に

者も
の

だ
」
と
尋た

ず

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも
日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に
張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない
兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくだ
さい。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
台た

い
 
わ
ん湾
人じ

ん

の
怒い

か

り

ね
る
と
「
あ
あ
、彼か

の

女じ
ょ

は
ね
、大た

い

使し

館か
ん

の
特と

く

務む

四し

天て
ん

王の
う

だ
か
ら
、

あ
ん
な
の
に
近ち

か

づ
い
た
ら
ダ
メ
ダ
メ
！　
い
つ
も
大た

い

使し

館か
ん

に
雇や

と

わ
れ
て
通つ

う

訳や
く

を
や
っ
て
る
し
」
と
教お

し

え
て
く
れ
た
。
特と

く

務む

と
は

大た
い

使し

館か
ん

の
手て

先さ
き

と
し
て
諜

ち
ょ
う

報ほ
う

活か
つ

動ど
う

す
る
ス
パ
イ
で
、
そ
の
四し

天て
ん

王の
う

の
一ひ

と

人り

だ
と
い
う
。
周し

ゅ
うさ

ん
は
が
っ
か
り
し
た
。

　

そ
の
女じ

ょ

性せ
い

、
金き

ん

美び

齢れ
い

さ
ん
は
通つ

う

訳や
く

を
や
っ
て
い
る
の
は
ア
ル

バ
イ
ト
の
た
め
だ
け
で
、密ひ

そ

か
に『
台た

い

湾わ
ん

青せ
い

年ね
ん

』を
読よ

ん
で
い
た
。

何な
ん

度ど

か
二ふ

た

人り

で
顔か

お

を
合あ

わ
せ
て
話は

な
し

を
す
る
う
ち
に
、
金き

ん

さ
ん

は
周し

ゅ
う

さ
ん
の
考か

ん
が

え
方か

た

や
話は

な

し
方か

た

か
ら
「
独ど

く

立り
つ

派は

」
と
の
「
信し

ん

号ご
う

」
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
二ふ

た

人り

だ
け
で
話は

な

す
機き

会か
い

が
あ
っ
た
時と

き

、「『
台た

い

湾わ
ん

青せ
い

年ね
ん

』
で
小

し
ょ
う

説せ
つ

を
書か

い
て
い
る
孫そ

ん

明め
い

海か
い

っ
て
あ
な
た
で
し
ょ
う
」
と
切き

り
出だ

し
た
。

　

金き
ん

さ
ん
は
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

の
台た

い

湾わ
ん

に
生う

ま
れ
育そ

だ

ち
、
や
は

り
国こ

く

民み
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

に
反は

ん

発ぱ
つ

し
て
、
あ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
助た

す

け
で
日に

本ほ
ん

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
た
。
日に

本ほ
ん

で
は
学が

く

生せ
い

運う
ん

動ど
う

の
ま
っ
た
だ
中な

か

で
、
金き

ん

さ

ん
は
、
若わ

か

者も
の

が
こ
れ
ほ
ど
自じ

由ゆ
う

に
政せ

い

治じ

的て
き

な
発は

つ

言げ
ん

が
で
き
る
こ

と
に
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
受う

け
て
い
た
。

　

あ
る
日ひ

『
台た

い

湾わ
ん

青せ
い

年ね
ん

』
と
い
う
雑ざ

っ

誌し

が
届と

ど

き
、
み
ん
な
が

恐お
そ

れ
お
の
の
い
て
い
る
台た

い

湾わ
ん

の
政せ

い

治じ

や
社し

ゃ

会か
い

の
問も

ん

題だ
い

を
は
っ
き

り
指し

摘て
き

す
る
勇ゆ

う

気き

の
あ
る
人ひ

と

々び
と

が
い
る
こ
と
に
驚お

ど
ろい

た
。
や
が

て
得と

く

意い

の
語ご

学が
く

を
使つ

か

っ
て
大た

い

使し

館か
ん

の
通つ

う

訳や
く

を
務つ

と

め
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
仕し

事ご
と

は
仕し

事ご
と

と
割わ

り
切き

り
、
そ
の
陰か

げ

で
『
台た

い

湾わ
ん

青せ
い

年ね
ん

』
の
編へ

ん

集し
ゅ
う

者し
ゃ

た
ち
と
接せ

っ

触し
ょ
くし

て
い
た
。

　
「
孫そ

ん

明め
い

海か
い

っ
て
あ
な
た
で
し
ょ
う
」
と
ズ
バ
リ
と
指し

摘て
き

さ
れ
、

周し
ゅ
うさ

ん
は
「
い
や
ー
、
ハ
ッ
、
ハ
ッ
、
ハ
ッ
」
と
ご
ま
か
し
た
が
、

「
よ
く
わ
か
っ
た
な
ぁ
」
と
内な

い

心し
ん

、
舌し

た

を
巻ま

い
た
。
そ
の
う
ち

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
彼か

の

女じ
ょ

の
自じ

宅た
く

で
食

し
ょ
く

事じ

に
招

し
ょ
う

待た
い

さ
れ
、
二ふ

た

人り

だ
け
で
ず
っ
と
話は

な

し
た
。

　

翌よ
く

日じ
つ

の
朝あ

さ

、
周し

ゅ
う

さ
ん
は
彼か

の

女じ
ょ

に
電で

ん

話わ

し
た
。「
僕ぼ

く

と
結け

っ

婚こ
ん

し

て
く
だ
さ
い
」
と
い
き
な
り
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
。「
は
い
」
と

言い

う
返へ

ん

事じ

が
、
電で

ん

話わ

線せ
ん

を
通と

お

し
て
す
ぐ
に
戻も

ど
っ
て
き
た
。

　

二ふ
た

人り

が
結け

っ

婚こ
ん

し
て
数す

う

ヶ
月げ

つ

後ご

、
周し

ゅ
うさ

ん
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
更こ

う

新し
ん

時じ

期き

を
迎む

か

え
、
大た

い

使し

館か
ん

で
更こ

う

新し
ん

の
申し

ん

請せ
い

を
し
た
が
、
そ
の

後ご

、
い
く
ら
待ま

っ
て
も
連れ

ん

絡ら
く

が
な
い
。
独ど

く

立り
つ

派は

と
旗き

幟し

を
鮮せ

ん

明め
い

に
し
た
の
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
没ぼ

っ

収し
ゅ
うさ

れ
た
の
だ
。
周し

ゅ
う

さ
ん
は

残ざ
ん

念ね
ん

に
思お

も

う
こ
と
も
な
く
、
国こ

く

民み
ん

党と
う

政せ
い

府ふ

と
縁え

ん

が
切き

れ
た
事こ

と

に
心こ

こ
ろか

ら
の
開か

い

放ほ
う

感か
ん

を
味あ

じ

わ
っ
て
い
た
。

　

当と
う

時じ

、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

は
国こ

く

民み
ん

党と
う

政せ
い

府ふ

と
取と

り

引ひ
き

し
て
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

家か

一ひ
と

人り

を
引ひ

き
渡わ

た

せ
ば
、
麻ま

薬や
く

密み
つ

輸ゆ

で
捕つ

か

ま
っ

た
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

８
人に

ん

を
引ひ

き
取と

ら
せ
る
と
い
う
密み

つ

約や
く

を
し
て
い
た
。

実じ
っ

際さ
い

に
周し

ゅ
うさ

ん
の
仲な

か

間ま

の
一ひ

と

人り

は
大だ

い

学が
く

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

て
、
滞た

い

在ざ
い

理り

由ゆ
う

が
な
く
な
っ
た
の
で
、
勾こ

う

留り
ゅ
うさ

れ
て
、
台た

い

湾わ
ん

に
送そ

う

還か
ん

さ
れ
る

事こ
と

に
な
っ
た
。

　

仲な
か

間ま

た
ち
が
阻そ

止し

し
よ
う
と
、
羽は

ね

田だ

空く
う

港こ
う

の
歓か

ん

送そ
う

迎げ
い

デ
ッ

キ
か
ら
飛と

び
降お

り
て
、
警け

い

官か
ん

隊た
い

と
大だ

い

乱ら
ん

闘と
う

に
な
っ
た
が
、
奪だ

っ

還か
ん

で
き
ず
に
、
台た

い

湾わ
ん

に
送お

く

ら
れ
た
事こ

と

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

で
こ
れ
だ
け
の
大お

お

騒さ
わ

ぎ
に
な
っ
た
事こ

と

で
、
台た

い

湾わ
ん

で
は
死し

刑け
い

を

免ま
ぬ
がれ

た
。

　

や
が
て
子こ

供ど
も

も
で
き
た
が
、
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

の
恐

き
ょ
う

怖ふ

は
常つ

ね

に
身み

近ぢ
か

に
あ
っ
た
。
二ふ

た

人り

は
万ま

ん

が
一い

ち
に
備そ

な

え
て
遺い

書し
ょ

を
準

じ
ゅ
ん

備び

し
、
死し

に
方か

た

を
考か

ん
が

え
、
子こ

供ど
も

の
行ゆ

く
先さ

き

を
考か

ん
が

え
た
。
そ
の
覚か

く

悟ご

を
も

５
．「
独ど

く
 
り
つ立
運う

ん
 
ど
う動
に
加く

わ

わ
ろ
う
」

と
に
、
勉べ

ん

強き
ょ
うし

な
が
ら
生せ

い

活か
つ

費ひ

を
稼か

せ

ぎ
、
子こ

供ど
も

を
育そ

だ

て
、
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

を
続つ

づ

け
た
。

　

や
が
て
周し

ゅ
うは

博は
く

士し

号ご
う

を
取し

ゅ

得と
く

し
、
指し

導ど
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
粘ね

ば

り
強づ

よ

く

い
ろ
い
ろ
な
大だ

い

学が
く

に
あ
た
っ
て
く
れ
て
、
東と

う

京き
ょ
う

理り

科か

大だ
い

学が
く

の
非ひ

常じ
ょ
う

勤き
ん

講こ
う

師し

の
職し

ょ
く

を
見み

つ
け
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
１
年ね

ん

後ご

は
学が

っ

科か

の
主し

ゅ

任に
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

や
学が

く

部ぶ

長ち
ょ
うが

動う
ご

い
て
く
れ
て
、
常

じ
ょ
う

勤き
ん

の
助じ

ょ

教
き
ょ
う

授じ
ゅ

に
昇

し
ょ
う

格か
く

し
た
。
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
専せ

ん

任に
ん

教き
ょ
う

員い
ん

は
前ぜ

ん

例れ
い

が
な
い
時じ

代だ
い

だ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
毎ま

い

年と
し

、
滞た

い

在ざ
い

許き
ょ

可か

を
更こ

う

新し
ん

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
永え

い

住じ
ゅ
う

資し

格か
く

を
与あ

た

え
ら
れ
た
。
二ふ

た

人り

は
台た

い

湾わ
ん

に
は
帰か

え

れ
な
い
と
思お

も

っ
て
い
た
が
、
台た

い

湾わ
ん

独ど
く

立り
つ

の
た
め

に
最さ

い

後ご

ま
で
や
る
覚か

く

悟ご

で
い
た
の
で
、
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

籍せ
き

は
と
ら
な

か
っ
た
。

　

２
０
０
０
（
平へ

い

成せ
い

１
２
）
年ね

ん

３
月が

つ

、
李り

登と
う

輝き

総そ
う

統と
う

の
後こ

う

任に
ん

と
し
て
陳ち

ん

水す
い

扁へ
ん

総そ
う

統と
う

が
誕た

ん

生じ
ょ
うし

た
。
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

で
、
し
か
も
独ど

く

立り
つ

を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

す
る
民み

ん

進し
ん

党と
う

か
ら
生う

ま
れ
た
総そ

う

統と
う

だ
っ
た
。
よ
う

や
く
台た

い

湾わ
ん

に
帰か

え

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

８
月が

つ

２
８
日に

ち

、
二ふ

た

人り

と
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

を
乗の

せ
た
中

ち
ゅ
う

華か

航こ
う

空く
う

機き

が
台た

い

湾わ
ん

の
大だ

い

地ち

に
着

ち
ゃ
く

陸り
く

し
た
。
周し

ゅ
う

さ
ん
に
と
っ
て
は
４
０
年ね

ん

ぶ
り
の

帰き

国こ
く

で
あ
る
。

（３） ２０１８年第４９１１号 	 １月	 ６日	（土曜日）

式し
き

」
で
あ
る
。

　

敗は
い

戦せ
ん

で
台た

い

湾わ
ん

を
放ほ

う

棄き

し
た
日に

本ほ
ん

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
国こ

っ

交こ
う

回か
い

復ふ
く

し

た
昭

し
ょ
う

和わ

４
７
（
１
９
７
２
）
年ね

ん

に
も
「
台た

い

湾わ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
一い

ち

部ぶ

」

と
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを

認み
と

め
て
し
ま
っ
た
。
日に

本ほ
ん

は
二に

度ど

、
台た

い

湾わ
ん

を
捨す

て
た
こ
と
に
な
る
。「
日に

本ほ
ん

が
本ほ

ん

当と
う

に
反は

ん

省せ
い

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

で
は
な
く
て
戦せ

ん

後ご

で
あ
る
」
と
金き

ん

美び

齢れ
い

さ
ん
は
言い

う
。

　

そ
し
て
今い

ま

、
台た

い

湾わ
ん

と
日に

本ほ
ん

は
同お

な

じ
く
大た

い

陸り
く

か
ら
の
過か

去こ

最さ
い

大だ
い

の
脅

き
ょ
う

威い

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

か
ら
の
「
台た

い

湾わ
ん

独ど
く

立り
つ

」
を
成な

し
遂と

げ
た
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

か
ら
、
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は

「
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

」
を
学ま

な

ん
で
、
と
も
に
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
て
独ど

く

立り
つ

を

守ま
も

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
．「
台た

い
 
わ
ん湾
？
」

「
日に

本ほ
ん

が
本ほ

ん

当と
う

に
反は

ん

省せ
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

                                           

戦せ
ん

前ぜ
ん

で
は
な
く
て
戦せ

ん

後ご

で
あ
る
」

７
．
パ
ス
ポ
ー
ト
没ぼ

っ
 
し
ゅ
う収

８
．「
日に

 
ほ
ん本
が
本ほ

ん
 
と
う当に

          

反は
ん
 
せ
い省し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

         

戦せ
ん
 
ぜ
ん前で
は
な
く
て
戦せ

ん
 
ご後
で
あ
る
」

　

前ぜ
ん

総そ
う

統と
う

の
李り

登と
う

輝き

氏し

は
二ふ

た

人り

を
自じ

宅た
く

に
招ま

ね

い
て
温あ

た
た

か
く

も
て
な
し
、
ね
ぎ
ら
っ
て
く

れ
た
。
周し

ゅ
う

さ
ん
は
「
李り

登と
う

輝き

総そ
う

統と
う

が
勇ゆ

う

気き

を
持も

っ
て
こ
の

民み
ん

主し
ゅ

化か

、
自じ

由ゆ
う

化か

の
改か

い

革か
く

を

行お
こ
なわ

れ
た
お
か
げ
で
、
私わ

た
し

は

生い

き
て
る
う
ち
に
台た

い

湾わ
ん

に
戻も

ど

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

挨あ
い

拶さ
つ

し
た
。

　

日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

に
育そ

だ

っ
た

李り

登と
う

輝き

氏し

は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が

そ
の
理り

想そ
う

を
つ
ぎ
込こ

ん
で
育い

く

成せ
い

し
た
の
が
、
私わ

た
し

と
言い

う
人に

ん

間げ
ん

な
の
で
す
」
と
語か

た

っ
て
い

る
。
言い

わ
ば
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
「
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

」
が
李り

登と
う

輝き

氏し

の
体か

ら
だ

を

借か

り
て
、
台た

い

湾わ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

化か

と

自じ

由ゆ
う

化か

を
進す

す

め
た
と
も
言い

え

る
。

　
「
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

」
と
は
戦せ

ん

後ご

の
国こ

く

民み
ん

党と
う

政せ
い

治じ

へ
の
不ふ

満ま
ん

と

恐き
ょ
う

怖ふ

の
中な

か

で
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

の
公こ

う

正せ
い

な
巡

じ
ゅ
ん

査さ

、
教

き
ょ
う

育い
く

熱ね
っ

心し
ん

な
先せ

ん

生せ
い

な
ど
の
生い

き
ざ
ま
を

懐な
つ

か
し
ん
で
生う

ま
れ
た
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。
そ
の
反は

ん

対た
い

が
、
不ふ

公こ
う

正せ
い

、
無む

責せ
き

任に
ん

、
欺ぎ

瞞ま
ん

、
金か

ね

が
万ば

ん

事じ

を
意い

味み

す
る
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．　

金き
ん

美び

齢れ
い

、　

周
し
ゅ
う

英え
い

明め
い

『
日に

本ほ
ん

よ
、
台た

い

湾わ
ん

よ
─
国く

に

を

愛あ
い

し
、
人ひ

と

を
愛あ

い

す
る
こ
と
』、

扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
１
３

２
．　

金き
ん

美び

齢れ
い

、『
私わ

た
し

は
、

な
ぜ
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

と
な
っ
た
の

か
』、
Ｗ
Ａ
Ｃ　

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ

Ｏ
、
Ｈ
２
２

６
．「『
台た

い
 
わ
ん湾
青せ

い
 
ね
ん年
』
で

        

小
し
ょ
う
 
せ
つ
説
を
書か

い
て
い
る

        

孫そ
ん

明め
い

海か
い

っ
て
あ
な
た
で
し
ょ
う
」
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Imperador do Japão oferece 
saudação de ano novo ao 
público no Palácio Imperial

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Família imperial (02/01/2018)

O Imperador do Japão 
ofereceu suas saudações de 
ano-novo ao público no Pa-
lácio Imperial em Tóquio, 
desejando felicidade para as 
pessoas no Japão e no mun-
do.
Mais de 20 mil pessoas es-
peravam do lado de fora do 
portão principal quando ele 
foi aberto às 9h15 da manhã 
na terça-feira.

A abertura ocorreu 15 mi-
nutos antes do programado 
devido ao grande público, 
quase duas vezes maior que 
no ano passado.
O Imperador Akihito, a Im-
peratriz Michiko e outros 
membros da família impe-
rial acenaram aos presentes 
da sacada antes do meio-
dia.
O Imperador disse que está 

extremamente satisfeito que 
possa celebrar o ano-novo 
com o povo. Ele expressou 
esperança de que este será 
um ano calmo e espiritu-
almente rico para o maior 
número de pessoas possível. 
Afirmou também que ora 
pela felicidade do povo ja-
ponês e de todo o mundo.
Autoridades da Agência da 
Casa Imperial dizem que 

Esta é a segunda parte da 
Série de Ano-Novo do Co-
mentário, hoje com pers-
pectivas para 2018 no cam-
po da diplomacia.
Em 2017 a Coreia do Norte 
aumentou a tensão interna-
cional ao lançar, repetida-
mente, mísseis balísticos na 
direção do Japão. Dirigentes 
do Japão e dos Estados Uni-
dos fizeram visitas oficiais 
ao país um do outro e con-
firmaram seu compromisso 
com o trabalho conjunto 
para lidar com questões da 
região Ásia-Pacífico. Hoje 
conversamos com Fumiaki 
Kubo, da Faculdade de Di-
reito da Universidade de 
Tóquio, sobre os principais 
temas relativos a questões 
diplomáticas em 2018.
Kubo diz: “Acho que há 
vários riscos e fatores de 
incerteza. A situação na Co-
reia do Norte é a verdadeira 
preocupação do Japão. De 
uma perspectiva de médio 
e longo prazo, a crescente 
presença militar da China 
é outra preocupação. Uma 
investigação do FBI sobre 
o alegado conluio entre a 
campanha presidencial de 
Donald Trump e a Rússia 
poderá ser um fator causa-
dor de incertezas a partir 
dos Estados Unidos.
As relações nipo-america-
nas, seja entre os dirigentes 
ou a nível administrativo, 
estão atualmente numa fase 
boa. Por exemplo, a propos-

mais de 126 mil pessoas 
visitaram o palácio na terça-
feira, e informaram que esse 
é o maior público desde que 
o Imperador assumiu o tro-
no em 1989.
As autoridades atribuem o 
aumento à recente aprova-
ção pelo Gabinete da data 
de 30 abril de 2019 para ab-
dicação do Imperador. Elas 
citaram também o tempo 
bom na terça-feira.

Comentário (02/01/2018)

Série de Ano Novo: 
Perspectivas para a diplomacia em 2018

ta lançada pelo Japão há um 
ano e intitulada “Estratégia 
Indo-Pacífica Livre e Aber-
ta” foi revelada durante uma 
reunião de cúpula realizada 
entre o Japão e os Estados 
Unidos em novembro. Os 
Estados Unidos concorda-
ram em participar. O ob-
jetivo da iniciativa é sal-
vaguardar a ordem estável 
do mundo, principalmente 
a ordem marítima, com o 
envolvimento da Austrália 
e da Índia. Japão e Estados 
Unidos parecem ter alcan-
çado um sólido consenso 
sobre o marco político, bem 
como sobre a direção que 
devem tomar.
O Japão e os Estados Uni-
dos encontram-se num cer-
to impasse a respeito das 
políticas mercantis. O Japão 
está agora tentando realizar 
a chamada Parceria Trans-
pacífica 11, com o objetivo 
de criar um acordo de livre 
comércio envolvendo 11 
países banhados pelo Oce-
ano Pacífico, exceto os Es-
tados Unidos. Isto aumenta 
a possibilidade de um pos-
sível atrito entre os dois 
países, mas eu acredito que 
eles farão esforços para evi-
tar que o problema prejudi-
que os laços bilaterais.
Os Estados Unidos anun-
ciaram sua estratégia de 
segurança nacional no final 
de 2017, rotulando a China 
de competidora. A China é 
um país que busca alcançar 

seus objetivos pela força. 
Pequim vem fazendo rei-
vindicações territoriais e au-
mentando a militarização no 
Mar da China Meridional. 
O governo dos Estados Uni-
dos deduz que seus esforços 
para manter uma relação de 
confiança com a China fra-
cassaram. Na perspectiva 
de médio e de longo prazo, 
os Estados Unidos estão 
criando um sentimento de 
desconfiança em relação à 
China.
O presidente Xi Jinping con-
solidou o controle do gover-
no de seu país, o que parece 
permitir que Pequim adote 

O primeiro-ministro do Ja-
pão, Shinzo Abe, declarou 
que irá levar adiante as re-
formas tendo em vista 2020 
e além. O comentário pode 
ser tomado como indicação 
de sua intenção de buscar 
um novo mandato como 
presidente do partido gover-
nista em setembro de 2018.
Em sua mensagem de Ano 
Novo, Abe afirmou que o 

Japão está enfrentando uma 
situação crítica que poderia 
ser considerada uma crise 
nacional: o declínio da taxa 
de natalidade e o envelheci-
mento da sociedade.
Ele disse, no entanto, que 
agora o país está realizando 
coisas que não conseguia 
antes, mesmo durante o pe-
ríodo de rápido crescimento 
econômico. Ao falar de sua 

política econômica, conhe-
cida como Abenomics, o 
premiê declarou que nos 
últimos cinco anos o PIB 
nominal atingiu uma alta re-
corde. Segundo ele, pode-se 
mudar o futuro.
Abe afirmou que seu gover-
no irá investir pesadamen-
te no futuro das crianças e 
reformar dramaticamente a 
seguridade social para fazer 

Premiê japonês promete promover 
reformas

Política (01/01/2018)

dela um sistema voltado a 
todas as gerações.
O primeiro-ministro disse 
ainda que seu governo irá 
garantir uma vida diária pa-
cífica ao povo japonês sob 
quaisquer circunstâncias, 
promovendo uma diploma-
cia firme.

Apresentamos hoje a ter-
ceira parte da Série de Ano-
Novo do Comentário: Pers-
pectivas 2018. Nosso foco 
hoje é a economia. Ano pas-
sado, tivemos altas acentua-
das nos mercados japoneses 
de ações, ao mesmo tempo 
que os ganhos corporativos 
registraram resultados posi-
tivos recordes. No entanto, 
como o consumo pessoal se 
manteve moderado, a recu-
peração econômica não foi 
sentida na pele pelo público.
Para nos falar sobre as pers-
pectivas para a economia 
em 2018, conversamos hoje 
com Kenji Yumoto. Ele é 
vice-presidente do Instituto 
de Pesquisas do Japão.
Ele diz: “No ano passado, a 
economia global começou 
a dar sinais de recuperação, 
encabeçada pela economia 
americana. O Japão também 
aproveitou o clima positivo, 
e a recuperação se tornou 
cada vez mais robusta à me-
dida que o final do ano se 
aproximava. Este ano, o ce-
nário não vai mudar, com os 
Estados Unidos mantendo a 
recuperação estável e a re-
cuperação econômica japo-
nesa ganhando mais força.
Contudo, os vigorosos ga-
nhos corporativos não es-
tão ajudando a incrementar 
a demanda doméstica, as-
sentada sobre o consumo 
pessoal e o investimento de 
capital. A melhora é lenta, e 
ainda precisa ganhar mais 
ímpeto.
A economia entra em um 
círculo virtuoso quando os 
ganhos corporativos levam 
ao aumento dos salários e 
estimulam os gastos pesso-
ais. Deste ponto de vista, o 
que precisamos ter em men-
te este ano é a elevação sala-
rial, em especial durante as 
negociações entre patrões 
e empregados. O governo 
Abe está pedindo que as 
grandes empresas conce-
dam aumentos de 3%. A 

Comentário (03/01/2018)

Série de Ano Novo: 
Perspectivas 2018 – Economia

questão agora será como 
as empresas reagirão a 
este pedido.
O investimento de capi-
tal também vem crescen-
do, mas não tão rapida-
mente quanto os ganhos 
corporativos. Suspeito 
que as empresas estão 
sendo cautelosas. Isto 
porque elas estariam an-
tecipando uma retração 
do mercado doméstico 
no futuro devido à di-
minuição da população, 
esta por sua vez provo-
cada pela queda na taxa 
de natalidade.
Para enfrentar a situação 
o governo está determi-
nado a reformar o siste-
ma tributário, incluindo 
cortes de impostos para 
empresas que aumen-
tarem os salários ou os 
investimentos. Em 2019 
deveremos começar a 
ver os efeitos desta me-
dida.
Quanto ao déficit fiscal 
japonês, o governo de-
sistiu da meta que havia 
estabelecido, de apresen-
tar superávit primário até 
o ano fiscal de 2020. A 
reestruturação fiscal não 
é possível sem causar so-
frimento ao público. Por 
exemplo, com o aumen-
to da alíquota do impos-
to sobre o consumo para 
mais de 10%, ou ainda 
cortando os gastos com 
seguridade social, que é 
considerada uma área sa-
grada. Não é fácil para o 
governo Abe definir me-
tas de uma reforma fiscal 
acompanhadas de riscos. 
Ainda assim, os merca-
dos não são tão sensíveis 
ao déficit fiscal, mesmo 
que isto seja considerado 
um fator de risco. Como 
resultado, acredito que 
são grandes as chances 
da recuperação econô-
mica continuar durante 
este ano.”

abordagens flexíveis em 
relação ao Japão. Sob uma 
perspectiva de curto-prazo, 
é bom que os dois países 
melhorem seus laços, mas 
sob a perspectiva a médio 
e a longo prazo, é certo que 
a China será um fator que 
vai desestabilizar a ordem 
global. Também enfrenta-
mos ameaças nuclear e de 
mísseis dos norte-coreanos. 
Por isso, é importante para 
o Japão manter uma aliança 
forte com os Estados Uni-
dos. Para isso, o que o Ja-
pão realmente necessita é a 
política estável nos Estados 
Unidos.”

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, disse que seu governo 
irá trabalhar para fortalecer 
as medidas de defesa neces-
sárias para proteger o país 
das ameaças da Coreia do 
Norte.
Falando na primeira coleti-
va de imprensa do ano, na 
quinta-feira, Abe afirmou 
que no ano passado a Coreia 
do Norte aumentou as pro-
vocações militares por meio 
de seus programas nuclear e 
de mísseis. Ele acrescentou 
que o ambiente de seguran-
ça ao redor do Japão está no 
nível mais perigoso desde 
o fim da Segunda Guerra 
Mundial.
Abe disse que o governo irá 
fazer tudo o que puder para 
proteger a vida do povo ja-

Coreia do Norte (04/01/2018)

Premiê japonês planeja novas medidas 
para lidar com a Coreia do Norte

ponês em qualquer situa-
ção. Ele afirmou que isso 
irá envolver uma nova abor-
dagem, não apenas uma ex-
tensão das medidas de defe-
sa existentes, para aumentar 
de forma efetiva a proteção 
contra as ameaças da Coreia 
do Norte.
O premiê também falou 
sobre a possibilidade de re-
formas da Constituição do 
Japão.
Ele disse que neste ano pre-
tende apresentar ao povo 
japonês suas ideias sobre 
como a Constituição deve-
ria ser uma nova era de es-
perança.
Abe afirmou que espera 
aprofundar o debate nacio-
nal sobre emendas constitu-
cionais.
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